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水
野　

圭
士

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
室
町
幕
府　

②
細
川
頼
之　

③
大
名　

④
持
明
院
統　

⑤
公
武
関
係
﹈

は
じ
め
に

観
応
三
（
一
三
五
二
）
年
、
正
平
一
統
と
そ
の
破
談
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
た
後
光
厳
天
皇
の
践
祚
は
、
三
種
の
神
器
の
欠
如

や
治
天
の
不
在
等
、
そ
の
異
例
さ
で
際
立
っ
て
い
た
（
１
）。
そ
の
た
め
、
後
光
厳
天
皇
に
は
じ
ま
る
後
光
厳
皇
統
の
脆
弱
さ
は
今

谷
明
氏
等
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
弱
さ
が
足
利
義
満
の
公
家
化
と
い
っ
た
問
題
と
絡
み
合
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
２
）。

後
光
厳
皇
統
は
南
朝
か
ら
「
偽
朝
」・「
偽
主
」
と
断
じ
ら
れ
た
よ
う
に
（
３
）、
そ
の
正
当
性
に
瑕
疵
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
脆
弱
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
徳
三
（
一
三
九
二
）
年
、
南
北
朝
合
一
が
果
た
さ
れ
た
の
は
こ
の
皇
統
の
下
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
後
光
厳
皇
統
が
存
続
で
き
た
の
は
、
足
利
義
満
・
細
川
頼
之
が
後
光
厳
皇
統
を
支
持
し
た
た
め
と
さ
れ
る
（
４
）。
家
永

細
川
頼
之
政
権
と
持
明
院
統
の
分
裂
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遵
嗣
氏
は
、
そ
の
背
景
に
義
満
・
頼
之
が
後
光
厳
皇
統
と
姻
戚
関
係
を
通
じ
て
密
接
化
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
５
）。
義
満
と
後
光
厳
皇
統
と
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
は
義
満
の
生
母
冷
遇
か
ら
影
響
を
低
く
み
る
見
方
も
あ
っ
た
が
（
６
）、
家

永
氏
に
よ
る
後
円
融
天
皇
生
母
（
義
満
叔
母
）
崇
賢
門
院
の
重
要
性
の
解
明
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
公
武
関
係
に
血
縁
の
与
え
た

影
響
の
大
き
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
論
で
注
目
す
る
の
は
、
後
光
厳
天
皇
と
そ
の
兄
崇
光
上
皇
と
の
対
立
が
幕
府
内
の
派
閥

対
立
を
も
刺
激
し
、
激
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

応
安
三
（
一
三
七
〇
）
年
、
後
光
厳
か
ら
後
円
融
へ
の
譲
位
に
際
し
て
幕
府
内
の
対
立
が
露
わ
と
な
っ
た
。
細
川
頼
之
が
後
円

融
の
登
極
を
支
持
し
た
の
に
対
し
、
有
力
な
大
名
た
ち
が
反
発
し
、
義
満
の
義
母
渋
川
幸
子
も
頼
之
を
批
判
す
る
側
に
加
担
し
た
。

南
北
朝
時
代
後
半
の
幕
府
政
治
は
細
川
派
と
斯
波
派
と
の
間
の
対
立
と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
大
名
間
の
対
立
は
皇
統

問
題
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

南
北
朝
時
代
の
公
武
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
足
利
義
満
の
公
家
化
と
い
う
現
象
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
現
象
に
つ

い
て
は
武
家
側
、
大
名
達
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
複
数
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大

名
達
は
義
満
の
公
家
化
に
抵
抗
・
批
判
的
で
あ
っ
た
と
す
る
今
谷
明
説
（
７
）、
こ
れ
に
対
し
て
公
家
化
は
大
名
と
の
関
係
に
積
極

的
に
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
す
る
市
澤
哲
説
（
８
）、
足
利
将
軍
の
公
家
化
が
儀
礼
等
を
通
じ
て
将
軍
と
守
護
と
の
格
差
を

明
確
化
す
る
機
能
を
持
っ
た
と
し
た
松
永
和
浩
説
で
あ
る
（
９
）。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
公
家
化
と
大
名
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て

は
影
響
を
認
め
る
か
否
か
で
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
近
年
、
山
田
徹
氏
に
よ
っ
て
、
細
川
頼
之
と
土
岐
頼
康
と
い
う
大
名
間
対
立
の
背
景
に
皇
統
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
10
）。
本
論
は
、
さ
ら
に
そ
の
論
点
を
深
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

足
利
義
満
と
後
光
厳
天
皇
の
子
後
円
融
天
皇
と
は
従
兄
弟
で
あ
っ
た
（
11
）。
家
永
遵
嗣
氏
は
そ
れ
に
加
え
て
、
管
領
の
細
川
頼
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之
自
身
、
後
円
融
天
皇
の
外
戚
で
あ
る
広
橋
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
12
）。
本
論
で
は
そ
の
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
考
察
を
行
う
。
細
川
・
斯
波
両
派
の
対
立
は
、
南
北
朝
時
代
後
半
の
室
町
幕
府
政
治
を
説
明
す
る
図
式
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
川
頼
之
が
後
円
融
の
皇
位
継
承
を
支
持
し
、
斯
波
派
が
そ
れ
に
反
発
し
た
と
い
う
事
情
は
、
あ
ま
り

注
意
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

斯
波
派
が
、
こ
の
問
題
を
見
過
ご
せ
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
頼
之
が
後
光
厳
皇
統
と
姻
族
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
足
利
義
満
に
近
侍
し
、「
権
女
」
と
呼
ば
れ
た
幕
府
女
房
「
細
川
局
」
は
（
13
）、
細
川
頼
之
の
女
子
で
あ
り
、
後
円

融
天
皇
の
外
戚
広
橋
仲
光
の
室
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
頼
之
が
後
円
融
天
皇
の
大
叔
父
の
立
場
で
あ
っ
た
た
め
に
斯
波
派
の
反

発
を
招
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
く
。

第
一
章　

皇
統
問
題
と
武
家

１　

崇
光
上
皇
の
還
京
と
そ
の
影
響

観
応
の
擾
乱
後
の
北
朝
の
皇
位
継
承
は
、
崇
光
上
皇
の
曾
孫
に
あ
た
る
後
花
園
天
皇
が
践
祚
す
る
ま
で
、
後
光
厳
皇
統
で
占
め

ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
後
光
厳
皇
統
は
不
安
定
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
森
茂
暁
氏
は
北
朝
の
政
務
運
営
の
な
か
で
、
後
光
厳
朝

廷
が
践
祚
の
経
緯
等
に
よ
り
諸
種
の
制
約
を
被
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
14
）。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
在
位
中
三
度
も
南
朝
に

よ
っ
て
京
都
か
ら
追
わ
れ
る
な
ど
外
か
ら
も
揺
さ
ぶ
ら
れ
続
け
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
延
文
二
（
一
三
五
七
）
年
二
月
、
正
平

一
統
の
破
談
に
よ
っ
て
吉
野
に
囚
わ
れ
て
い
た
崇
光
上
皇
の
還
京
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。

崇
光
上
皇
還
京
に
つ
い
て
は
、
皇
統
問
題
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
家
永
遵
嗣
氏
に
よ
っ
て
既
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
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る
（
15
）。
本
節
で
は
そ
れ
を
受
け
て
、
崇
光
上
皇
の
還
京
後
の
公
武
の
動
き
を
、
後
光
厳
天
皇
譲
位
時
の
管
領
細
川
頼
之
の
対
応

と
合
わ
せ
て
考
察
を
行
う
。

前
記
の
家
永
氏
の
考
察
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
前
提
と
し
て
広
義
門
院
は
、
後
光
厳
天
皇
を
一
代
限
り
と
し
、
皇
位
を
崇
光
上
皇
の
血
筋
へ
と
戻
す
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
持
明
院
統
の
嫡
流
に
相
伝
さ
れ
る
長
講
堂
領
を
後
光
厳
天
皇
に
渡
さ
ず
、
還
京
し
た
崇
光
上
皇
に
譲
与
し
た
。
こ
れ

を
み
た
典
侍
日
野
宣
子
を
は
じ
め
と
す
る
宮
中
の
後
光
厳
皇
統
支
持
派
は
、
足
利
義
詮
室
紀
良
子
の
妹
仲
子
（
勘
解
由
小
路

兼
綱
養
女
）
を
後
光
厳
天
皇
の
後
宮
に
入
れ
、
良
子
所
生
子
足
利
義
満
と
仲
子
所
生
の
後
円
融
天
皇
と
い
う
閨
閥
関
係
を
構

築
、
足
利
将
軍
家
を
後
光
厳
皇
統
側
に
抱
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。

②
持
明
院
統
の
家
長
で
あ
り
、
皇
統
問
題
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
光
厳
法
皇
は
、
貞
治
二
（
一
三
六
二
）
年
、
皇
位
が
後
光

厳
皇
統
に
伝
え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
長
講
堂
領
も
後
光
厳
の
子
孫
が
継
承
し
て
も
よ
い
と
い
う
置
文
を
作
成
し
（
16
）、
後
光

厳
皇
統
の
皇
位
継
承
を
容
認
し
た
。

③
応
安
三
（
一
三
七
〇
）
年
、
後
光
厳
天
皇
が
後
円
融
天
皇
へ
の
譲
位
を
決
意
し
て
幕
府
へ
働
き
か
け
る
と
、
崇
光
上
皇
も
幕

府
へ
運
動
を
行
い
、
両
者
は
幕
府
の
支
持
を
得
よ
う
と
競
い
合
っ
た
。

④
幕
府
側
で
は
、
管
領
細
川
頼
之
が
後
光
厳
天
皇
を
支
持
し
、
崇
光
上
皇
の
働
き
か
け
を
退
け
た
。

つ
ま
り
、
崇
光
上
皇
の
還
京
は
、
文
和
年
間
以
来
、
同
上
皇
子
孫
へ
の
皇
位
継
承
を
考
え
て
い
た
広
義
門
院
の
動
き
を
誘
発

し
（
17
）、
そ
れ
へ
の
対
抗
か
ら
後
光
厳
皇
統
が
足
利
将
軍
家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
貞
治

年
間
、
天
皇
と
崇
光
上
皇
は
「
御
中
よ
く
申
通
ら
れ
侍
る
」
と
い
う
よ
う
に
表
向
き
は
平
穏
な
状
況
で
あ
っ
た
（
18
）、
し
か
し
、

そ
の
間
で
も
立
坊
の
風
聞
が
流
れ
る
こ
と
や
（
19
）、
貞
治
末
年
に
は
後
光
厳
皇
統
と
後
述
す
る
よ
う
に
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
細
川
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頼
之
が
管
領
就
任
の
た
め
に
上
洛
す
る
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
い
た
（
20
）。
崇
光
上
皇
の
還
京
は
、
応
安
三
年
の
後
光
厳
か
ら
後

円
融
へ
の
譲
位
を
巡
る
争
い
へ
と
繋
が
る
種
々
の
動
き
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

幼
君
足
利
義
満
に
代
わ
り
管
領
細
川
頼
之
が
幕
府
の
執
政
者
と
な
っ
て
い
た
応
安
年
間
、
皇
統
問
題
が
動
き
始
め
る
。
応
安
三

（
一
三
七
〇
）
年
八
月
、
後
光
厳
天
皇
は
譲
位
を
発
意
し
、
幕
府
管
領
細
川
頼
之
の
も
と
へ
側
近
柳
原
忠
光
を
使
者
と
し
て
遣
わ

し
て
譲
位
を
諮
っ
た
（
21
）。
こ
れ
ま
で
潜
在
的
な
問
題
で
あ
っ
た
皇
統
問
題
が
、
頼
之
政
権
下
で
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。２　

後
光
厳
天
皇
譲
位
と
幕
府

後
円
融
天
皇
登
極
が
始
動
し
た
こ
と
へ
の
幕
府
側
の
反
応
と
し
て
は
、
次
の
史
料
が
重
要
で
あ
る
。
史
料
一
は
こ
の
問
題
の
当

事
者
で
あ
る
後
光
厳
天
皇
の
日
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
細
川
頼
之
が
後
光
厳
天
皇
支
持
で
あ
っ
た
こ
と
、
幕
府
内
に
は
渋

川
幸
子
を
中
心
に
そ
の
反
対
派
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

【
史
料
一
】
「
後
光
厳
天
皇
御
記
」
応
安
三
年
一
〇
月
一
日
条
（
22
）

十
月
一
日
、（
中
略
）
頼
之
内
々
申
云
、以
光
濟
僧
正

先
日
申
之
、
立
坊
事
、
依
被
仰
下
、
已
可
爲
聖
斷
之
由
奏
聞
先
畢
、
云
勅
定
之
趣
、
云
武

家
所
存
、
雖
正
理
勿
論
、
武（

足
利
義
満
）

將
幼
主
、
大

（
渋
川
幸
子
）

方
義
満
准

母　

、

毎
事
諮
詢
重
事
間
、
諸
大
名
等
又
委
不
子
細
、
偏
頼
之
以
未
盡
事
稱
公被
申家

贔
屓
之
由
、
於
身
雖
不
痛
存
、
御
領
以
下
始
終
事
、
舊（

光
厳
法
皇
）

院
幸
有
被
申
置
旨
之
由
承
之
、
然
者
被
許
拜
見
、
且
蜜
々
可
命
大
方

禪
尼
以
下
之
由
存
之
、（
後
略
）

史
料
一
の
な
か
で
頼
之
は
「
立
坊
事
、
依
被
仰
下
、
已
可
爲
聖
斷
之
由
奏
聞
先
畢
」
ん
ぬ
と
述
べ
て
後
円
融
立
坊
等
の
こ
と
に

つ
い
て
は
後
光
厳
天
皇
の
決
断
に
従
う
方
針
を
既
に
奉
答
し
た
、と
あ
る
。
さ
ら
に
「
云
勅
定
之
趣
、云
武
家
所
存
、雖
正
理
勿
論
」
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え
ど
も
と
し
た
。
つ
ま
り
、
天
皇
の
決
定
の
内
容
、
頼
之
の
考
え
（
＝
後
円
融
登
極
）
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て「
大
方
禪
尼
」（
渋
川
幸
子
）や
諸
大
名
は「
偏
頼
之
以
未
盡
事
稱
公被

申

家
贔
屓
之
由
」る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

ど
ち
ら
の
皇
統
が
皇
位
を
継
承
す
る
か
の
審
理
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
の
に
、
頼
之
は
ひ
た
す
ら
後
光
厳
天
皇
に
肩

入
れ
し
て
お
り
、
こ
れ
は
不
当
な
「
贔
屓
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
（
幸
子
や
諸
大
名
は
）
唱
え
申
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で

あ
っ
た
。
頼
之
は
こ
の
局
面
に
、「
舊（
光
厳
法
皇
）

院
幸
有
被
申
置
旨
之
由
承
之
、
然
者
被
許
拜
見
」
れ
る
こ
と
を
望
み
、
家
永
論
文
ま
と
め

②
で
触
れ
た
故
光
厳
法
皇
の
置
文
を
借
覧
し
、
幸
子
等
に
示
す
こ
と
で
事
態
の
収
拾
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
23
）。

こ
の
史
料
で
特
に
重
要
な
の
が
傍
線
部
で
あ
る
。
細
川
頼
之
の
後
光
厳
皇
統
支
持
に
対
し
て
、
渋
川
幸
子
や
「
諸
大
名
等
」
に

よ
っ
て
細
川
頼
之
の
後
光
厳
天
皇
へ
の
「
贔
屓
」
と
い
う
批
判
が
起
こ
っ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
史
料
一
だ
け
で
は
「
諸
大

名
」
と
記
さ
れ
た
も
の
た
ち
の
具
体
的
な
名
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
渋
川
幸
子
が
反
対
派
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。

渋
川
幸
子
は
、
義
詮
の
正
室
・
義
満
の
准
母
と
い
う
立
場
か
ら
、
鎮
西
管
領
人
事
で
の
渋
川
義
行
の
抜
擢
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

斯
波
氏
と
連
携
し
て
幕
政
に
影
響
力
を
行
使
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
（
24
）、「
諸
大
名
」
の
な
か
に
は
斯
波
義
将
が
含
ま
れ
て
い
た

蓋
然
性
は
高
い
。
種
々
の
問
題
で
義
将
と
対
立
し
て
い
た
頼
之
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
反
対
の
動
き
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
応
安
三
年
八
月
、
後
光
厳
天
皇
が
譲
位
を
細
川
頼
之
に
伝
え
た
際
、
頼
之
は
、「
此
趣
故
披
露
、
重
可
申
入
御
返
事
」
し
と

い
い
、
頼
之
の
決
裁
と
い
う
形
で
は
な
く
、
義
満
に
正
式
に
披
露
し
た
う
え
で
返
答
す
る
と
い
う
慎
重
な
対
応
を
取
っ
た
。
頼
之

の
対
応
に
つ
い
て
天
皇
は
、「
雖
幼
稚
可
令
見
大
樹
歟
、
又
定
達
尼
二
品
耳
歟
」
と
記
し
、
義
満
だ
け
で
な
く
、「
尼
二
品
」
＝
故

足
利
義
詮
正
室
・
義
満
准
母
渋
川
幸
子
へ
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
実
際
、
傍
線
部
に

あ
る
よ
う
に
渋
川
幸
子
等
は
頼
之
の
後
光
厳
皇
統
支
持
を
「
贔
屓
」
だ
と
称
し
て
反
対
し
た
。
こ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
た
細
川
派
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と
斯
波
派
の
対
立
関
係
の
な
か
に
皇
位
継
承
問
題
、
直
接
的
に
い
え
ば
、
後
円
融
天
皇
の
登
極
を
支
持
す
る
か
否
か
、
と
い
う
争

点
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

述
べ
て
き
た
よ
う
に
細
川
頼
之
は
後
光
厳
天
皇
に
与
し
て
い
た
が
、
こ
の
関
係
の
要
に
い
た
の
が
細
川
頼
之
の
女
子
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
述
べ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
の
女
子
は
、
足
利
義
満
に
仕
え
て
「
権
女
」
と
も
称
さ
れ
た
幕
府
女
房
「
細

川
局
」
で
あ
り
、
局
は
後
円
融
天
皇
の
叔
父
広
橋
仲
光
の
妻
で
も
あ
っ
た
。
諸
大
名
が
頼
之
の
動
き
を
「
贔
屓
」
と
称
し
た
背
景

に
、
頼
之
と
後
円
融
と
の
姻
族
関
係
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
姻
族
関
係
を
論
証
し
、
そ
の
こ
と

が
公
武
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

第
二
章　

細
川
局
と
北
朝
・
幕
府

１　

細
川
局
と
そ
の
所
縁

皇
統
問
題
で
細
川
頼
之
の
と
っ
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
評
価
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
小
川
信
氏
は
渋
川
幸
子
等
の
介
入
を

排
し
、
後
円
融
の
登
極
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
頼
之
を
後
光
厳
皇
統
支
持
派
に
与
し
て
い
た
と
す
る
（
25
）。
い
ま
ひ
と
つ
は
「
可

爲
聖
斷
」
し
、
天
皇
の
決
断
に
従
い
ま
す
と
い
う
頼
之
の
奉
答
の
文
言
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
以
来
の
不
干
渉
策
を
守
っ
た
と
す
る
森

茂
暁
氏
の
評
価
が
あ
る
（
26
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
崇
光
上
皇
の
孫
貞
成
親
王
は
、
親
王
の
子
後
花
園
天
皇
に
崇
光
皇
統
の
再
興
と

そ
の
理
を
示
す
た
め
に
著
述
し
た
『
椿
葉
記
』
の
一
節
で
触
れ
て
い
る
。「
内
（
後
光
厳
天
皇
）
裏
よ
り
別
し
て
頼
之
朝
臣
を
た
の
み
仰
ら
る
ゝ
」・

「
武
家
ひ
と
へ
に
贔
屓
申
う
へ
は
」
と
記
し
、
頼
之
を
後
光
厳
天
皇
の
支
持
者
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
後
光
厳

は
そ
の
日
記
の
な
か
で
、
後
円
融
へ
の
譲
位
に
つ
い
て
、
細
川
頼
之
が
崇
光
上
皇
の
動
き
を
天
皇
に
伝
え
る
こ
と
や
反
対
派
の
説
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得
に
動
い
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
後
光
厳
皇
統
側
に
立
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
27
）。
後
光
厳
・
崇
光
両
皇

統
側
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
頼
之
は
後
光
厳
皇
統
に
与
す
る
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

細
川
頼
之
と
後
光
厳
皇
統
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
細
川
氏
出
身
の
幕
府
女
房
で
あ
っ
た
「
細
川
局
」
が
頼
之
と
後
光
厳
天
皇

の
仲
介
を
行
っ
た
と
い
う
小
川
剛
生
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
28
）。「
細
川
局
」
は
義
満
の
身
辺
を
取
り
仕
切
り
、「
権
女
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
の
勢
威
を
幕
府
内
に
持
っ
た
人
物
で
あ
る
（
29
）。
そ
の
よ
う
な
局
が
頼
之
・
後
光
厳
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、「
細
川
局
」
が
頼
之
の
女
子
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ

と
を
検
証
す
る
。

「
細
川
局
」
を
考
察
す
る
う
え
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
次
の
史
料
二
で
あ
る
。

【
史
料
二
】
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
九
月
十
四
日
条

（
前
略
）

今
日
申
剋
、
細
河
右
馬
頭
頼
之
渡
住
六
角
万
里
小
路
四
条
坊
門
与
六
角
間
東
頰
、
細
川
御
局
里
、
此
間
居
住
嵯
峨
、
今
日
出

京
云
々
、（
後
略
）

史
料
二
は
、
貞
治
六
（
一
三
六
七
）
年
、
上
洛
し
た
細
川
頼
之
が
嵯
峨
に
あ
っ
た
住
居
か
ら
六
角
万
里
小
路
に
あ
る
邸
宅
に
移

住
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
注
目
し
た
い
の
が
傍
線
部
、「
細
河
御
局
里
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。「
里
」

は
現
代
に
あ
っ
て
も
実
家
と
い
う
意
味
を
持
つ
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
宮
廷
を
「
内
と
い
う
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外

の
場
所
を
い
う
。
特
に
宮
仕
え
す
る
人
が
自
分
の
住
家
ま
た
実
家
を
さ
し
て
い
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
房
の
実
家
と
い
う
意
味

を
有
し
て
い
た
。
頼
之
は
管
領
在
任
中
、
こ
の
六
角
万
里
小
路
邸
に
居
住
し
て
い
た
（
30
）。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
細
川
局
」
と
細

川
頼
之
が
極
め
て
近
い
親
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
31
）。
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細
川
氏
は
足
利
一
門
中
で
も
宗
家
と
密
着
し
た
氏
族
で
あ
っ
た
（
32
）。
な
か
で
も
細
川
頼
之
は
、
妻
持
明
院
氏
が
義
満
の
乳
母

で
あ
り
、
特
に
義
満
と
親
し
か
っ
た
（
33
）。
頼
之
室
が
義
満
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
本
論
で
注
意
し
た
い
の
は
、
頼

之
の
家
族
関
係
復
元
へ
の
影
響
で
あ
る
。

頼
之
の
遺
跡
を
継
承
し
た
男
子
が
す
べ
て
猶
子
・
養
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
頼
之
夫
妻
に
は
所
生
の
男
子
は
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
一
方
で
小
川
信
氏
は
、
義
満
の
乳
母
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
頼
之
室
持
明
院
氏
に
所
生
子
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て

い
る
（
34
）。
そ
の
た
め
、
頼
之
室
持
明
院
氏
が
産
ん
だ
実
子
は
女
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
史
料
二
の
「
里
」
と

い
う
表
記
が
重
要
に
な
る
。
史
料
二
に
よ
れ
ば
頼
之
は
六
角
万
里
小
路
邸
に
「
渡
住
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
元
来
、
頼
之
の
所
有

屋
敷
で
は
な
か
っ
た
と
み
え
る
。
こ
の
屋
敷
は
、
鎌
倉
時
代
の
細
川
氏
が
弱
小
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
（
35
）、
頼
之
が
足
利
義

詮
将
軍
期
も
在
国
活
動
を
専
ら
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
細
川
氏
が
以
前
か
ら
保
有
し
て
い
た
自
身
の
邸
宅
と
は
考
え
難

い
（
36
）。
頼
之
室
の
父
持
明
院
保
世
に
頼
之
室
以
外
の
子
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
（
37
）、
頼
之
は
妻
の
実
家
を
居
宅
と
し
て
用
い
た

と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
を
「
里
」
＝
実
家
と
記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
細
川
局
」
は
頼
之
夫
妻
の
子
に
あ
た
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
38
）。「
細
川
局
」
は
義
満
の
乳
母
持
明
院
氏
の
女
子
で
あ
っ
た
た
め
、
乳
兄
弟
に
あ
た
る
義
満
に
近
侍
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

中
世
、
乳
母
と
そ
の
一
族
は
養
君
を
支
え
、
教
育
面
だ
け
で
な
く
政
治
・
経
済
全
般
に
渡
っ
て
後
援
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
39
）。「
細
川
局
」
の
権
勢
も
そ
の
生
母
が
義
満
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
の
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

続
い
て
、「
細
川
局
」
の
幕
府
内
で
の
立
場
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

【
史
料
三
】
『
祇
園
執
行
日
記
』
応
安
四
年
九
月
廿
一
日
条

廿
一
日
、（
中
略
）



学習院大学人文科学論集ⅩⅩⅥ（2017）

44

一
此
間
自
元
湯
山
住
人
々
、
赤
松
中（

則
祐
）津
河
、
細
川
御
局
御
タ

カ
、
、
八（

紀
良
子
）
幡
殿
、
将
軍
御
舎
兄
僧
ノ
御
母
儀
以
下
群
集
之
間
、
所
々

宿
皆
以
被
點
云
々
、

【
史
料
四
】
「
祇
園
執
行
日
記
」
応
安
四
年
九
月
廿
二
日
条
（
40
）

廿
二
日
、（
中
略
）

一
御
休
所
御御
女
御
は
い
タ
カ
是
ニ
御
渡
之
間
参
入
、
見
參
了
、
明
日
可
有
上
洛
云
々
、
将
軍
御
息
僧
御
母
儀
比
丘
尼
同
於
一
所
見
參
了
、

細
川
局
の
幕
府
内
で
の
立
場
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
史
料
三
・
四
で
あ
る
。
史
料
三
・
四
は
、
記
主
祇
園

執
行
顕
詮
が
有
馬
温
泉
に
下
向
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。史
料
三
に
よ
れ
ば
、こ
の
と
き
有
馬
に
は
足
利
義
満
生
母
紀
良
子（「
八

幡
殿
」）・
義
満
庶
兄
生
母
（
41
）
等
が
お
り
、
そ
の
中
に
は
「
細
川
御
局
御
タ

カ
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
42
）、「
細
川
局
」
も
い
た
。

史
料
四
で
は
、
紀
良
子
の
「
御
休
所
」
に
顕
詮
が
詣
で
て
「
細
川
局
」
と
面
会
し
、
そ
こ
に
は
義
満
庶
兄
母
も
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
の
ち
に
、
将
軍
御
所
で
勢
威
を
持
っ
た
義
満
愛
妾
高
橋
殿
も
、
足
利
義
持
正
室
日
野
栄
子
や
称
光
天
皇
生
母
光
範
門

院
等
と
共
に
熊
野
参
詣
を
行
い
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
43
）。「
細
川
局
」
が
将
軍
生
母
等
と
連

れ
立
っ
て
湯
治
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
局
自
身
が
将
軍
御
所
内
に
仕
え
て
お
り
、
御
所
の
「
奥
」
を
構
成
す
る
女
性
達
の
中
で
勢

力
を
築
い
て
い
た
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
44
）。

【
史
料
五
】
『
後
深
心
院
関
白
記
』
永
和
四
年
五
月
六
日
条

晴
、
大
樹
違
例
事
、
相
尋
武
邊
女
中
細
川
局
、
近

日
權
女
也
、
之
處
、
非
指
事
云
々
、
世
間
之
浮
説
虚
事
也
、

史
料
五
は
、南
北
朝
時
代
の
近
衛
家
の
当
主
近
衛
道
嗣
の
日
記
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、幕
府
女
房
で
「
権

女
」
と
評
さ
れ
る
「
細
川
局
」
が
登
場
し
て
い
る
。
当
時
、
義
満
は
病
を
得
て
そ
れ
が
噂
と
な
っ
て
い
た
た
め
（
45
）、
道
嗣
は
そ

の
実
情
を
「
細
川
局
」
に
尋
ね
、
大
病
で
は
な
い
と
い
う
回
答
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
史
料
五
か
ら
「
細
川
局
」
が
、
摂
家
の
当
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主
か
ら
義
満
の
病
勢
を
承
知
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
実
際
に
そ
れ
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
る
ほ
ど
義
満
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

の
ち
に
康
暦
元
年
閏
四
月
一
四
日
の
政
変
が
起
き
た
後
、「
細
川
局
」
の
宝
積
寺
へ
の
寄
進
地
に
対
し
て
義
満
か
ら
再
寄
進
が

行
わ
れ
て
い
る
（
46
）。
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
細
川
局
は
頼
之
の
女
子
と
み
ら
れ
る
。
政
変
の
直
後
（
47
）、
失
脚
し
た
細
川
氏
へ

の
追
い
討
ち
が
行
わ
れ
る
中
で
、
あ
え
て
義
満
が
「
細
川
局
」
の
寄
進
地
を
重
ね
て
寄
進
（
実
質
的
な
安
堵
）
を
し
た
こ
と
は
、

義
満
と
「
細
川
局
」
と
の
密
接
さ
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。「
細
川
局
」
が
「
権
女
」
と
呼
ば
れ
た
背
景
と
し
て
、
細
川
氏
出
身

と
い
う
血
族
の
面
だ
け
で
な
く
、
局
自
身
が
紀
良
子
・
義
満
と
親
し
い
と
い
っ
た
将
軍
御
所
内
で
の
立
場
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
細
川
局
」
と
後
光
厳
皇
統
側
と
の
関
係
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
史
料
は
、
次
の
二
点
で

あ
る
。

【
史
料
六
】
『
後
愚
昧
記
』
応
安
七
年
三
月
一
一
日
条

　

（
前
略
）

次
或
仁
武
家
女

房
、

臨
時
御
佛
事
、
導
師
房
淳
僧
都
、
導
師
布
施
三
重
一

、
題
名
一
重
、

【
史
料
七
】
「
保
光
卿
記
」
応
安
七
年
三
月
一
一
日
条
（
48
）

臨
時
御
佛
事
、

　

（
中
略
）

同
日
、
辨
戒
尼
修
之
、
後
聞
細
川
局
云
々
、
御
導
師
房
淳
、
導
師
分
三
重
一
裹
、
題
名
分
一
重
、

史
料
六
・
七
は
、後
光
厳
上
皇
の
中
陰
仏
事
に
際
し
て
の
記
事
で
あ
る
。
史
料
六
は
後
小
松
天
皇
の
外
戚
三
条
公
忠
の
日
記
『
後

愚
昧
記
』、
史
料
七
は
後
光
厳
上
皇
の
側
近
柳
原
忠
光
の
兄
土
御
門
保
光
の
日
記
で
、
共
に
後
光
厳
上
皇
の
中
陰
仏
事
に
関
す
る
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記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
傍
線
部
で
あ
る
。
史
料
六
の
『
後
愚
昧
記
』
は
、
後
光
厳
上
皇
の
臨
時
仏
事
を
「
武
家

女
房
」、
つ
ま
り
は
幕
府
に
つ
か
え
る
女
房
が
仙
洞
御
所
の
柳
原
殿
（
49
）
で
行
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
武
家
女
房
」

が
「
細
川
局
」
で
あ
る
こ
と
は
同
日
の
土
御
門
保
光
の
日
記
で
あ
る
史
料
七
の
傍
線
部
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、

一
介
の
幕
府
女
房
で
あ
る
「
細
川
局
」
が
故
後
光
厳
上
皇
の
た
め
の
追
善
仏
事
を
院
御
所
で
主
催
し
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
公
武
の
融
合
が
進
む
室
町
幕
府
下
で
も
異
例
の
事
態
で
あ
り
、
後
光
厳
上
皇
と
「
細
川
局
」
と
の
間
に
親
族
関

係
上
の
結
び
つ
き
を
想
定
し
な
け
れ
ば
理
解
し
え
な
い
挙
動
で
あ
る
。
中
世
の
天
皇
仏
事
で
は
、
参
仕
者
が
特
別
な
近
親
者
に
限

定
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
国
家
的
行
事
か
ら
天
皇
家
の
私
的
儀
礼
の
面
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
50
）。
そ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
中
陰
仏
事
に
関
す
る
史
料
は
、「
細
川
局
」
と
後
光
厳
上
皇
と
の
間
に
、
非
常
に
親
し
い
親
族
関
係
が
存
在

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
細
川
局
」
が
仙
洞
に
仕
え
て
い
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
51
）。
だ
が
、
管
見

の
限
り
、「
細
川
局
」
が
内
裏
・
院
御
所
に
仕
え
た
と
い
う
史
料
は
な
い
。
細
川
局
は
別
の
背
景
で
後
光
厳
上
皇
の
追
善
を
行
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

「
細
川
局
」
に
つ
い
て
は
、
家
永
遵
嗣
氏
が
局
を
義
満
の
乳
母
で
あ
っ
た
頼
之
室
持
明
院
氏
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
（
52
）。
本

節
で
は
、
局
が
持
明
院
氏
で
は
な
く
そ
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
頼
之
室
が
「
細
川
局
」
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
頼

之
室
が
直
接
に
後
光
厳
上
皇
と
関
係
を
持
っ
た
痕
跡
は
な
く
、
何
故
に
上
皇
の
中
陰
仏
事
を
修
し
た
の
か
が
説
明
で
き
な
く
な
る

と
い
う
問
題
が
起
き
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、明
徳
の
頼
之
復
権
以
降
、『
兼
宣
公
記
』
に
名
の
み
え
る
広
橋
兼
宣
の
母
「
老
堂
」
で
あ
る
。「
老
堂
」

は
兼
宣
母
、
つ
ま
り
は
後
光
厳
の
義
兄
弟
で
あ
る
仲
光
の
妻
で
あ
っ
た
人
物
だ
が
、
細
川
氏
の
出
身
で
頼
之
と
非
常
に
近
い
立
場
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に
あ
っ
た
人
間
で
も
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
「
老
堂
」
と
「
細
川
局
」
の
問
題
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
行
っ
て
い
く
。

２　

細
川
局
と
公
武
関
係

す
で
に
、
家
永
遵
嗣
氏
は
足
利
義
満
の
側
近
で
あ
っ
た
広
橋
仲
光
室
・
兼
宣
母
が
細
川
氏
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ

れ
、後
円
融
天
皇
の
外
戚
広
橋
家
と
細
川
氏
と
の
間
に
姻
戚
関
係
の
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
53
）。
こ
の
指
摘
は
、「
細

川
局
」
の
出
自
を
解
明
す
る
う
え
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
細
川
氏
と
広
橋
家
と
の
関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、

小
川
剛
生
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
（
54
）
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
八
】
『
公
豊
公
記
』
康
暦
二
年
六
月
八
日
条
（
55
）

八
日
朝
間
天
晴
、
午
晩
刻
雨
下
即
休
、
雲
行
北
、
入
夜
甚
雨
、
今
朝
聞
、
藤
中
納
言
仲
光
室
家
三
品
逝
去
、
為
去
夜
之
事
、

難
産
之
故
云
々
、
彼
三
品
者
、
故
時
光
卿
嫡
女
、
資
康
卿
同
胞
也
、　

旧（
後
光
厳
天
皇
）

院
御
在
位
之
時
、
為
典
侍
陪
従
、
皇
女
一
両
降
誕
、

当（
後
円
融
天
皇
）

代
登
極
之
後
、為
御
乳
母
叙
三
品
、密
通
仲
光
卿
遂
妻
室
、旧
妻
兼
宣

母
、
、
被
追
放
、
彼
怨
霊
邪
気
之
由
風
聞
不
知
実
説
也
、（
後

略
）

史
料
八
は
、
康
暦
二
（
一
三
七
九
）
年
、
広
橋
仲
光
の
後
妻
日
野
時
子
（
56
）
が
難
産
で
没
し
た
こ
と
を
正
親
町
三
条
公
豊
が

日
記
に
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
八
に
関
し
て
は
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。
傍
線
部
は
、
日
野
時
子
の
難
産
に
よ
る
死
に

関
し
て
、
仲
光
旧
妻
の
怨
霊
の
た
め
と
い
う
風
聞
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
仲
光
旧
妻
に
は
割
注
で
「
兼
宣
母
」
と

記
し
、
今
は
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。『
公
豊
公
記
』
の
記
述
だ
け
で
は
仲
光
が
時
子
と
密
通
し
て
旧
妻
は
追

放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
に
も
思
え
る
が
、
史
料
八
が
康
暦
の
政
変
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
る
と
そ
れ
だ
け
の
話

と
は
い
え
な
く
な
る
。
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
兼
宣
母
は
細
川
一
門
で
あ
り
、
細
川
頼
之
と
浮
沈
を
共
に
す
る
密
接
な
関
係
の
あ
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る
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、

仲
光
室
（
兼
宣
母
）
が
細
川
氏
出
身
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
参
考
と
な
る
。

【
史
料
九
】
『
兼
宣
公
記
』
応
永
九
年
正
月
一
四
日
条

十
四
日
、
天
晴
（
中
略
）
入
夜（

広
橋
兼
宣
）

予
參
老
堂
、
□
□
讚（

細
川
義
之
）

岐
入
道
同
出
逢
、
自
老
堂
給
小
袖
一
重

檀
帋
十
帖
、
亭
主
禪
門
給
白

太
刀
、
是
等
皆
□
不
相
違
去
年
儀
之
者
也
、
珍
重
々
々
、

史
料
九
は
、
足
利
義
満
・
義
持
に
側
近
と
し
て
仕
え
た
広
橋
兼
宣
が
、
母
「
老
堂
」
の
も
と
へ
年
始
の
挨
拶
に
行
っ
た
さ
い
の

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
兼
宣
が
「
老
堂
」
と
共
に
「
讃
岐
入
道
」
こ
と
、
頼
之
の
甥
で
阿
波
国
守
護
を
頼
之

か
ら
継
承
し
た
細
川
義
之
（
57
）
と
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
義
之
は
「
亭
主
禅
門
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
老
堂
」
居
住
邸
の
主

で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
史
料
九
の
な
か
で
兼
宣
は
、「
老
堂
」だ
け
で
な
く
細
川
義
之
か
ら
も
引
出
物
を
拝
領
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
不
相
違
去
年
儀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
例
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
兼
宣
公
記
』
を
み
る
と
、
兼
宣
の
母
で
あ

る
「
老
堂
」
が
細
川
義
之
の
「
女
姓
」（
恐
ら
く
義
之
の
妻
妾
）
と
共
に
長
谷
寺
に
参
詣
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
58
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
広
橋
兼
宣
の
母
が
細
川
氏
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
傍
証
さ
れ
よ
う
。
細
川
讃
州
家
と
広
橋
家
と
の
関
係

は
、
兼
宣
母
の
存
命
中
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
義
之
と
兼
宣
母
と
は
、
直
接
の
配
偶
関
係
で
は
な
く
、
頼
之

を
介
し
た
傍
系
親
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
「
老
堂
」
と
頼
之
と
の
関
係
の
判
断
材
料
と
な
る
の
が
次
の
史
料
一
〇
で
あ
る
。

【
史
料
一
〇
】
『
兼
宣
公
記
』
明
徳
二
年
八
月
九
日
条

九
日
、
晴
、
老
堂
去
比
自

四
國
御
上
洛
之
由
、
粗
雖
觸
耳
、
先
年
就
家
君
之
仰
、
不
音
信
申
之
處
、
於
今
者
可
申
奉
之
由
、

有
家
君
仰
、
兄
弟
輩
皆
以
歡
喜
々
々
、
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史
料
一
〇
は
、
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
、
こ
の
直
前
に
四
国
か
ら
上
洛
し
て
い
た
兼
宣
母
「
老
堂
」（
59
）
と
の
交
信
の
許
し

が
父
広
橋
仲
光
か
ら
兼
宣
た
ち
に
出
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
康
暦
の
政
変
で
細
川
頼
之
が
失
脚
し
た
際
、
細
川
一
門
は

揃
っ
て
四
国
に
没
落
し
て
い
た
（
60
）。
細
川
頼
之
は
明
徳
二
年
四
月
に
四
国
か
ら
上
洛
し
て
幕
政
に
復
帰
し
た
。
史
料
九
か
ら
仲

光
旧
妻
（
兼
宣
母
）「
老
堂
」
も
明
徳
二
年
ま
で
四
国
に
在
国
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
仲
光
旧
妻
（
兼
宣
母
）
は
、
細
川
氏

の
一
門
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
動
き
は
両
者
の
関
係
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

史
料
一
〇
で
は
、
仲
光
が
兼
宣
等
に
そ
の
生
母
と
の
絶
交
を
命
じ
、
頼
之
の
復
権
が
確
実
と
な
っ
た
明
徳
二
年
に
な
っ
て
よ
う

や
く
交
信
を
許
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
態
度
を
取
ら
せ
た
原
因
と
し
て
、
兼
宣
の
母
が
細
川
氏
の
一
門
で

あ
っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
理
由
を
自
然
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

康
暦
の
政
変
で
は
、
義
満
室
の
兄
弟
で
あ
る
日
野
資
教
・
裏
松
資
康
に
も
襲
撃
の
噂
が
流
れ
、
政
変
が
公
家
側
に
も
波
及
す
る

と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
る
（
61
）。
こ
れ
は
、
資
教
・
資
康
達
が
頼
之
方
に
与
し
て
、
斯
波
派
に
転
じ
た
京
極
高
秀
の
処
分
に
荷

担
し
た
た
め
で
あ
っ
た
（
62
）。
康
暦
の
政
変
で
は
、
後
円
融
天
皇
支
持
派
の
公
家
が
頼
之
に
同
調
し
て
、
斯
波
派
と
対
抗
す
る
と

い
う
こ
と
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
、
後
円
融
の
叔
父
で
あ
る
広
橋
仲
光
も
無
関
係
に
は
な
れ
ず
、
仲
光
旧
妻
（
兼
宣
母
）
は
頼
之
の
縁
者
で

あ
っ
た
た
め
に
、康
暦
の
政
変
の
影
響
で
「
被
追
放
」
れ
た
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
明
徳
二
年
に
斯
波
義
将
が
下
国
し
て
、

細
川
頼
之
が
復
権
す
る
ま
で
、
仲
光
は
幕
府
内
の
対
立
の
あ
お
り
を
受
け
る
の
を
恐
れ
、「
旧
妻
」
と
の
交
信
を
そ
の
出
生
子
に

禁
止
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
料
八
・
九
・
一
〇
か
ら
、
兼
宣
の
母
「
老
堂
」
は
細
川
氏
の
人
間
で
、
康
暦
の
政
変
の
影
響
で
追

放
さ
れ
、
明
徳
二
年
ま
で
頼
之
と
と
も
に
四
国
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
点
か
ら
目
を
向
け
た
い
の
が
、
頼
之
の
遺
跡
を
継
承
し
た
頼
元
達
よ
り
も
、
兼
宣
母
の
方
が
頼
之



学習院大学人文科学論集ⅩⅩⅥ（2017）

50

に
近
い
人
物
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
康
暦
の
政
変
で
細
川
一
門
は
四
国
に
没
落
し
た
が
、
頼
之
の
弟
細
川
頼
元
は
永
徳
元

（
一
三
八
一
）
年
に
上
洛
し
て
幕
府
に
出
仕
し
（
63
）、
甥
（
弟
詮
春
の
子
）
の
細
川
義
之
も
同
年
に
は
阿
波
国
守
護
と
な
っ
て
い

た
（
64
）。
細
川
一
門
の
多
く
は
、
没
落
こ
そ
頼
之
と
共
に
し
た
が
、
上
洛
や
幕
府
復
帰
に
つ
い
て
は
頼
之
よ
り
も
早
か
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
仲
光
妻
（
兼
宣
母
）
は
、
細
川
頼
之
の
上
洛
ま
で
四
国
に
留
ま
り
、
そ
の
挙
動
は
頼
之
の
下
国
・
上
洛
と
一
致
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
兼
宣
母
は
頼
元
や
義
之
に
比
べ
て
、
頼
之
と
特
別
な
近
親
性
を
持
つ
女
性
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

そ
の
こ
と
は
、
史
料
二
に
関
連
し
て
述
べ
た
頼
之
の
娘
で
あ
る
「
細
川
局
」
と
重
な
る
点
で
あ
る
。「
細
川
局
」
は
細
川
頼
之
の

女
子
で
あ
っ
た
み
ら
れ
、「
権
女
」
と
称
さ
れ
る
有
力
者
で
あ
り
、康
暦
の
政
変
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
立
場
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
近
似
す
る
特
性
を
持
つ
「
細
川
局
」
と
兼
宣
母
と
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
細
川
局
」
が
後
光
厳
の
親
族
で
あ
っ
た
と
い
う
史
料
六
・
七
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
所
見
を
も
と
に
、
再
度
の
考
察
を
し
て
み
よ

う
。
後
光
厳
上
皇
の
典
侍
で
後
円
融
天
皇
を
産
ん
だ
崇
賢
門
院
は
勘
解
由
小
路
兼
綱
の
養
女
で
あ
り
（
65
）、
兼
綱
の
子
広
橋
仲
光

は
後
光
厳
上
皇
の
義
兄
弟
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
広
橋
仲
光
の
妻
（
＝
兼
宣
の
母
）「
老
堂
」
は
、
夫
の
仲
光
を
介
し
て
上
皇
の

義
姉
妹
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
仮
に
、「
細
川
局
」
が
後
光
厳
天
皇
の
義
弟
で
あ
る
仲
光
の
妻
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
何

故
「
細
川
局
」
が
院
御
所
に
お
い
て
後
光
厳
上
皇
の
中
陰
仏
事
を
修
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
る
。
局
が
仙
洞

で
中
陰
仏
事
を
主
催
し
た
こ
と
は
、「
細
川
局
」
が
上
皇
の
義
兄
弟
で
あ
る
広
橋
仲
光
の
妻
で
あ
る
こ
と
か
ら
後
光
厳
の
義
姉
妹

と
し
て
中
陰
仏
事
を
行
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
細
川
局
」
が
持
明
院
氏
か
、
そ
の
娘
か
と
い
う
問
題
と
も
関
係
す
る
。
持
明
院
氏
は
頼
之
室
で
あ
っ
て
仲
光

室
で
は
な
く
、
後
光
厳
と
特
別
に
親
し
か
っ
た
と
い
う
証
も
な
い
。「
細
川
局
」
が
後
光
厳
上
皇
の
中
陰
仏
事
を
営
ん
だ
こ
と
か

ら
み
て
、
仲
光
室
＝
細
川
局
と
判
断
で
き
る
。「
細
川
局
」
は
頼
之
と
持
明
院
氏
と
の
間
の
子
で
、
仲
光
の
妻
と
な
っ
た
人
物
と
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考
え
る
の
が
適
当
な
の
で
あ
る
。

本
節
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
図
に
し
た
の
が
次
に
掲
げ
る
系
図
で
あ
る
。
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こ
の
系
図
に
み
え
る
よ
う
に
、細
川
頼
之
は
娘
の
「
細
川
局
」
を
介
し
て
後
光
厳
皇
統
と
極
め
て
近
い
位
置
に
い
た
人
物
で
あ
っ

た
。
後
光
厳
天
皇
か
ら
後
円
融
天
皇
へ
の
譲
位
を
支
持
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
頼
之
が
渋
川
幸
子
等
の
斯
波
派
か
ら
強
い
反
発
を

受
け
た
の
も
、
頼
之
が
後
光
厳
皇
統
と
き
わ
め
て
近
い
親
族
関
係
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
波
義
将
等
が
後

円
融
の
登
極
に
反
対
し
た
の
は
、義
満
の
近
親
が
天
皇
と
な
る
こ
と
自
体
に
反
発
し
た
の
で
は
な
く
、後
円
融
天
皇
の
登
極
に
よ
っ

て
後
円
融
の
大
叔
父
に
あ
た
る
頼
之
の
立
場
が
更
に
強
化
さ
れ
る
と
み
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
細
川
頼
之
が
後
円
融
天
皇
登
極
を
支
持
し
た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
て
、
以
前
か
ら
の
頼
之
と
斯
波
派
と
の
対
立
が
激

化
し
た
こ
と
と
、
そ
の
背
景
を
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
「
細
川
局
」
を
通
し
た
頼
之
と
後
光
厳
天
皇
と
の
姻
族
関
係
が
存
在
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
が
、
皇
位
継
承
問
題
と
大
名
間
対
立
を
結
び
つ
け
、
幕
府
を
揺
る
が
し
た
の
で
あ
る
。

広
橋
家
と
細
川
氏
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
文
か
ら
貞
治
に
か
け
て
、
後
円
融
の
従
兄

弟
義
満
の
将
軍
家
嫡
子
と
し
て
の
地
位
が
固
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
広
橋
仲
光
が
義
満
の
乳
母
で
あ
る
頼
之
室
持
明
院
氏
に
近

づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
仲
光
と
「
細
川
局
」
と
の
間
に
産
ま
れ
た
広
橋
兼
宣
の
誕
生
は
貞
治
五
年
で
あ
り
（
66
）、
そ
の
他
の
子

の
存
在
か
ら
、
仲
光
と
局
の
婚
姻
が
貞
治
年
間
の
半
ば
に
は
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
は
斯
波
高
経
が
京
都
で
執
政

と
し
て
全
盛
の
時
期
で
あ
り
、
細
川
頼
之
は
中
四
国
で
の
在
国
活
動
を
専
ら
と
し
て
い
た
（
67
）。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
起
き
た
仲

光
と
頼
之
の
女
子
と
の
婚
姻
は
、
頼
之
そ
の
人
へ
の
接
近
で
は
な
く
、
義
満
の
乳
母
持
明
院
氏
へ
の
接
近
を
目
的
と
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
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し
か
し
、「
細
川
局
」
の
実
父
細
川
頼
之
が
幕
府
管
領
に
な
る
と
、
こ
の
関
係
は
義
満
・
頼
之
を
後
光
厳
皇
統
支
持
へ
と
向
か

わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
頼
之
政
権
期
、
義
満
周
辺
を
取
り
仕
切
り
「
権
女
」
と
称
さ
れ
た
幕
府
女
房
「
細
川
局
」
は
細
川
頼
之

の
女
子
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
光
厳
天
皇
の
義
兄
弟
に
あ
た
る
広
橋
仲
光
の
妻
（
＝
兼
宣
の
母
）
で
あ
り
、
頼
之
を
後
光
厳
皇
統

と
縁
戚
関
係
に
置
く
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
細
川
頼
之
・
足
利
義
満
が
北
朝
を
支
援
す
る
う
え
で
大
き
な
意
味

合
い
を
持
っ
た
。
第
一
章
で
史
料
一
に
関
連
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
頼
之
は
後
光
厳
朝
廷
へ
の
支
援
に
執
心
し
た
（
68
）。
そ
こ
に

は
縁
戚
関
係
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
之
が
対
立
す
る
斯
波
派
の
大
名
か
ら
「
贔
屓
」
と
批
判
さ
れ
た
理
由
と
し

て
、
後
円
融
天
皇
の
践
祚
に
よ
り
、
姻
戚
に
あ
た
る
頼
之
の
権
勢
が
肥
大
化
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
公
武
関
係
は
、
公
武
対
立
と
い
う
理
解
か
ら
武
家
に
よ
る
王
権
奪
取
と
み
る
考
え
方
が
な
さ
れ
て
き
た
（
69
）。
そ
れ
に

対
し
て
公
武
合
体
構
造
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
公
武
双
方
の
思
惑
に
よ
る
抱
合
と
い
う
捉
え
方
も
伊
藤
喜
良
氏
等
に
よ
っ
て
出

さ
れ
て
い
る
（
70
）。
本
論
か
ら
い
え
ば
、
皇
統
問
題
は
公
家
社
会
内
部
で
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
武
家
（
将
軍
・
管
領
）
と

の
姻
戚
関
係
を
媒
介
と
し
て
、
武
家
側
内
部
で
の
対
立
を
触
発
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
光
厳
の
義
弟
広
橋
仲
光
が
細
川
頼
之
の
婿
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
義
詮
が
頼
之
を
幕
府
管
領
に
起
用
し
て
義
満
を
後

見
さ
せ
た
背
景
に
皇
統
問
題
の
影
響
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
義
満
が
、
康
暦
の
政
変
で
い
っ
た
ん
失
脚
し
た
頼
之
を
再
び
登
用

し
た
よ
う
な
、
義
満
の
頼
之
に
対
す
る
信
任
を
み
る
う
え
で
も
、
本
論
で
論
じ
た
姻
戚
関
係
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
細
川
派
と
斯
波

派
の
対
立
と
い
う
、
南
北
朝
時
代
後
半
の
室
町
幕
府
政
治
史
の
事
象
を
単
に
幕
府
内
で
完
結
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
の
で
は

な
く
（
71
）、
公
武
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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注
（
1
）  

後
光
厳
天
皇
践
祚
に
つ
い
て
は
、
家
永
遵
嗣
「
室
町
幕
府
と
「
武
家
伝
奏
」・
禁
裏
小
番
」（『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
』
五
、

二
〇
一
三
年
）、
今
谷
明
『
室
町
の
王
権
―
足
利
義
満
の
王
権
簒
奪
計
画
―
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「
観
応
三
年
広
義

門
院
の
「
政
務
」
に
つ
い
て
」（
同
『
室
町
時
代
政
治
史
論
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
森
茂
暁
『
増
補
改
訂
南
北
朝
公
武
関
係

史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
第
三
章
第
二
節
を
参
照
。

（
２
）  

前
掲
（
１
）
今
谷
著
・
森
著
、
後
掲
（
８
）・（
９
）・（
11
）
家
永
論
文
。

（
３
）  

『
園
太
暦
』
文
和
二
年
六
月
二
一
日
条
。

（
４
）  

足
利
義
満
・
細
川
頼
之
の
後
光
厳
皇
統
支
持
の
動
き
は
、
家
永
前
掲
（
１
）
論
文
・
小
川
信
『
細
川
頼
之
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
年
）
が
詳
し
い
。

（
５
）  

家
永
遵
嗣
「「
天
皇
家
の
一
員
」
足
利
義
満
―
北
山
殿
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
」（
平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
連
続
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）。

（
６
）  

桜
井
英
治
『
日
本
の
歴
史
一
二　

室
町
人
の
精
神
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、講
談
社
、二
〇
〇
九
年
、原
本
は
講
談
社
、二
〇
〇
一
年
）

（
７
）  

今
谷
前
掲
（
１
）。

（
８
）  

市
澤
哲
「
補
論
二
」（『
日
本
中
世
公
家
政
治
史
の
研
究
』、
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
）。

（
９
）  

松
永
和
浩
『
室
町
期
公
武
関
係
と
南
北
朝
内
乱
』
第
二
部
第
一
章
・
第
二
章
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

（
10
）  

山
田
徹
「
土
岐
頼
康
と
応
安
の
政
変
」（『
日
本
歴
史
』
七
六
九
、二
〇
一
二
年
）。

（
11
）  

両
者
の
母
が
姉
妹
で
あ
っ
た
。
義
満
と
後
光
厳
皇
統
と
の
血
縁
は
、
家
永
遵
嗣
「
足
利
義
満
・
義
持
と
崇
賢
門
院
」（『
歴
史
学
研

究
』
八
五
二
、二
〇
〇
九
年
）、
渡
辺
世
祐
「
足
利
義
満
皇
胤
説
」（『
史
学
雑
誌
』
三
七
―
七
、一
九
二
六
年
）
が
考
察
し
て
い
る
。

（
12
）  

前
掲
（
５
）。

（
13
）  

後
掲
史
料
五
。

（
14
）  

前
掲
（
１
）
森
著
。

（
15
）  

前
掲
（
１
）
家
永
論
文
、
前
掲
（
５
）。



 

55

（
16
）  

前
掲
（
５
）。

（
17
）  

崇
光
上
皇
還
京
後
、
広
義
門
院
は
光
厳
・
後
光
厳
の
周
旋
に
動
い
て
い
る
（『
園
太
暦
』
延
文
二
年
五
月
一
六
日
条
。『
園
太
暦
』

延
文
二
年
五
月
一
五
日
条
。『
園
太
暦
』
延
文
二
年
七
月
二
〇
日
条
）。

（
18
）  
『
村
田
正
志
著
作
集　

第
四
巻　

證
註
椿
葉
記
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）。
山
田
徹
氏
は
、
貞
治
末
年
に
崇
光
上
皇
の
京

外
伏
見
殿
か
ら
京
内
近
く
の
菊
亭
へ
の
移
住
、
崇
光
皇
子
栄
仁
王
へ
の
親
王
宣
下
が
起
き
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
（
前

掲
（
10
））。

（
19
）  

「
又
語
云
立
□〔
坊
事
〕□
於
武
家
有
沙
汰
、
大
略
落
居
云
々
」
と
い
う
風
聞
が
流
れ
て
い
た
（『
師
守
記
』
貞
治
三
年
二
月
二
六
日
条
）。

（
20
）  

『
後
愚
昧
記
』
貞
治
六
年
九
月
九
日
条
。

（
21
）  

「
後
光
厳
天
皇
御
記
」
応
安
三
年
八
月
一
七
・
一
九
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
三
二
、
応
安
三
年
八
月
一
九
日
条
）。

（
22
）  

前
掲
（
22
）。

（
23
）  

史
料
一
の
続
き
で
は
、
光
厳
法
皇
置
文
が
将
軍
御
所
の
「
内
」
へ
運
ば
れ
渋
川
幸
子
等
へ
の
説
得
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
24
）  

川
添
昭
二
「
鎮
西
管
領
斯
波
氏
経
・
渋
川
義
行
」（
渡
辺
澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
編
『
九
州
中
世
社
会
の
研
究
』、
第
一
法
規

出
版
株
式
会
社
）、佐
藤
進
一
『
日
本
の
歴
史
九　

南
北
朝
の
動
乱
』（
中
公
文
庫
、中
央
公
論
社
、一
九
七
四
年
、初
出
一
九
六
一
年
）。

（
25
）  

前
掲
（
１
）
家
永
論
文
、（
５
）。

（
26
）  

小
川
剛
生
『
足
利
義
満
―
公
武
に
君
臨
し
た
室
町
将
軍
―
』（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）、
前
掲
（
１
）
森
著

第
四
章
第
一
節
。
前
掲
（
１
）
今
谷
著
で
は
不
干
渉
策
と
し
つ
つ
も
、
鎌
倉
幕
府
と
は
相
違
す
る
も
の
と
も
評
価
し
て
い
る
。

（
27
）  

頼
之
は
、
北
小
路
教
光
か
ら
伝
え
ら
れ
た
崇
光
上
皇
宸
筆
折
紙
を
奪
い
取
り
、
後
光
厳
天
皇
へ
進
上
す
る
こ
と
ま
で
行
っ
て
い
る

（「
後
光
厳
天
皇
御
記
」
応
安
三
年
一
一
月
三
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
三
二
、
応
安
三
年
八
月
一
九
日
条
））。

（
28
）  

小
川
剛
生
前
掲
（
26
）。

（
29
）  

『
後
深
心
院
関
白
記
』
永
和
四
年
五
月
六
日
条
。

（
30
）  

『
花
営
三
代
記
』
貞
治
六
年
一
二
月
二
九
日
条
に
「
執
事
六
角
萬

里
小
路
、亭
」
と
あ
り
、
史
料
二
の
六
角
万
里
小
路
邸
が
管
領
邸
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
（
前
掲
（
４
）
小
川
信
著
）。

（
31
）  

前
掲
（
４
）
小
川
信
著
・
前
掲
（
26
）
小
川
剛
生
著
で
も
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

（
32
）  

小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
一
九
八
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
）
第
一
編
第
一
章
第
一
節
。
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（
33
）  

「
荒
暦
」応
永
三
年
五
月
一
〇
日
条（『
大
日
本
史
料
』第
七
編
之
二
、応
永
三
年
五
月
十
日
条
）。細
川
頼
之
室
が
義
満
の
乳
母
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
頼
之
管
領
就
任
の
背
景
事
情
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
（
４
）
小
川
著
）。

（
34
）  

た
だ
し
、
そ
の
実
子
は
早
世
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
（
４
）
小
川
信
著
）。

（
35
）  

前
掲
（
32
）。

（
36
）  

例
え
ば
、
信
濃
守
護
小
笠
原
氏
は
「
京
都
屋
地
」
を
所
領
と
し
て
所
持
し
て
い
た
（『
南
北
朝
遺
文　

関
東
編
』
四
一
二
八
）。
対

し
て
細
川
氏
の
場
合
、
頼
之
実
弟
の
頼
有
や
そ
の
子
頼
長
の
所
領
に
京
都
の
屋
敷
は
み
え
な
い
（『
永
青
文
庫
叢
書　

細
川
家
文
書

　

中
世
編
』
二
七
）。

（
37
）  

『
尊
卑
』。

（
38
）  

細
川
局
と
称
さ
れ
る
女
房
は
観
応
年
間
に
も
い
る
が
（『
祇
園
執
行
日
記
』
観
応
元
年
四
月
一
二
日
条
）、
本
論
で
取
り
上
げ
る
人

物
と
は
活
動
時
期
が
離
れ
て
お
り
、
細
川
氏
の
世
代
も
頼
春
か
ら
頼
之
へ
と
交
代
し
て
い
る
こ
と
や
、「
細
川
局
」
と
い
う
表
記
は
、

時
代
を
超
え
て
細
川
氏
出
身
の
女
性
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
（「
政
所
賦
銘
引
付
」
五
五
（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』）
で
あ
る
こ

と
か
ら
別
人
と
考
え
る
。

（
39
）  

秋
山
喜
代
子
「
皇
子
女
の
養
育
と
「
め
の
と
」
―
鎌
倉
前
半
期
を
中
心
に
―
」（『
遥
か
な
る
中
世
』
一
〇
、一
九
八
九
年
）・
同
「
乳

父
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
九
―
七
、一
九
九
〇
年
）・
同
「
養
君
に
み
る
子
供
の
養
育
と
後
見
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
二
―
一
、

一
九
九
三
年
）。

（
40
）  

『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
三
五
、
応
安
四
年
雑
載
。
史
料
四
に
つ
い
て
は
、『
続
史
料
大
成
』
本
「
祇
園
執
行
日
記
」
と
『
大
日

本
史
料
』
の
ふ
た
つ
の
刊
行
本
が
あ
る
。
論
者
が
同
史
料
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
（『
祇
園
社
務
家
日
記
』、
請
求
記

号
六
一
七
三
―
一
七
三
）
を
み
た
と
こ
ろ
、『
大
日
本
史
料
』
が
正
確
な
翻
刻
で
あ
っ
た
の
で
本
論
で
は
こ
ち
ら
を
掲
載
し
た
。

（
41
）  

臼
井
信
義
氏
は
史
料
五
に
み
え
る
「
将
軍
御
舎
兄
僧
」
を
柏
庭
清
祖
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
臼
井
信
義
『
足
利
義
満
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
））。

（
42
）  

史
料
三
・
四
か
ら
細
川
局
が
「
御
タ
カ
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
細
川
局
は
『
蔭
涼
軒
日
録
』
文
明
一
七
年
九
月

一
八
日
条
で
も
「
細
川
御
高
之
局
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）  

高
橋
殿
や
足
利
将
軍
の
寺
社
参
詣
、
将
軍
妻
室
た
ち
の
女
性
旅
行
に
つ
い
て
は
、
松
岡
心
平
「
室
町
将
軍
と
傾
城
高
橋
殿
」（
松

岡
心
平
編
『
看
聞
日
記
と
中
世
文
化
』
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
論
じ
て
い
る
。
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（
44
）  

中
世
の
御
所
の
居
住
空
間
を
公
の
場
で
あ
る
「
表
」
と
内
々
の
場
で
あ
る
「
奥
」
に
区
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
秋
山
喜
代
子

『
中
世
公
家
社
会
の
空
間
と
芸
能
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
序
章
を
参
照
。

（
45
）  

『
後
深
心
院
関
白
記
』
永
和
四
年
五
月
五
日
条
。

（
46
）  
『
蔭
涼
軒
日
録
』
文
明
一
七
年
九
月
一
八
日
条
。

（
47
）  
義
満
の
こ
の
寄
進
は
「
康
暦
元
年
六
月
十
五
日
」
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
（
46
））。

（
48
）  
『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
之
四
〇
、
応
安
七
年
三
月
一
一
日
条
。

（
49
）  

後
光
厳
上
皇
の
中
陰
仏
事
が
院
御
所
で
あ
っ
た
柳
原
殿
で
修
さ
れ
た
こ
と
は『
後
深
心
院
関
白
記
』応
安
七
年
二
月
一
二
日
条
・『
師

守
記
』
応
安
七
年
二
月
一
二
日
条
に
み
え
て
い
る
。

（
50
）  

久
水
俊
和
『
室
町
期
の
朝
廷
公
事
と
公
武
関
係
』
第
二
部
第
五
章
（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）。

（
51
）  

前
掲
（
26
）
小
川
剛
生
著
。

（
52
）  

家
永
遵
嗣
「
三
魔
」（『
日
本
歴
史
』
六
一
六
、一
九
九
九
年
））。

（
53
）  

前
掲
（
５
）。

（
54
）  

前
掲
（
26
）
小
川
剛
生
著
。

（
55
）  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
（
請
求
記
号
：
六
一
七
三
―
八
五
）
に
よ
っ
た
。

（
56
）  

康
暦
二
年
に
死
去
し
た
日
野
時
光
嫡
女
に
つ
い
て
、
小
川
剛
生
氏
は
日
野
幸
子
と
し
（
前
掲
（
26
）
小
川
著
）、
家
永
遵
嗣
氏
は

日
野
時
子
と
し
て
い
る
（
前
掲
（
１
）・（
５
）
家
永
論
文
・
報
告
）。
本
論
で
は
、
家
永
説
同
様
、
後
光
厳
上
皇
追
善
仏
事
に
参
仕

し
た
典
侍
と
し
て
「
時
子
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
（『
後
深
心
院
関
白
記
』
応
安
七
年
三
月
六
日
条
）、
時
子
と
比
定
す
る
。

（
57
）  

細
川
義
之
は
応
永
三
年
ま
で
に
出
家
し
、「
讃
岐
入
道
」
と
称
し
て
い
た
（
若
松
和
三
郎
『
中
世
阿
波
細
川
氏
考
』
原
田
印
刷
出

版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
58
）  

『
兼
宣
公
記
』
応
永
一
〇
年
二
月
一
二
日
条
。

（
59
）  

広
橋
兼
宣
母
に
つ
い
て
『
尊
卑
分
脉
』（『
新
訂

増
補
国
史
大
系
』
本
、以
下
『
尊
卑
』
と
略
記
）、は
単
に
家
女
房
と
の
み
記
載
し
て
い
る
。

史
料
一
〇
に
あ
る
よ
う
に
老
堂
と
の
音
信
許
可
を
兼
宣
と
そ
の
兄
弟
が
喜
ん
で
い
る
こ
と
、『
兼
宣
公
記
』
応
永
一
〇
年
二
月

一
一
・
一
二
日
条
で
、
老
堂
を
崇
賢
門
院
御
所
に
招
請
し
た
際
に
集
結
し
た
兼
宣
兄
弟
が
同
母
兄
弟
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
老
堂

＝
兼
宣
母
と
考
え
ら
れ
る
（
上
記
の
宴
に
参
加
し
て
い
な
い
兼
宣
の
兄
弟
で
あ
る
僧
長
猷
（『
尊
卑
』）
は
『
兼
宣
公
記
』
応
永
八
年
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一
〇
月
二
〇
日
条
で
、「
予
兄
弟
、
他
腹
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。

（
60
）  

『
愚
管
記
』
康
暦
元
年
閏
四
月
一
四
日
条
、『
後
愚
昧
記
』
康
暦
元
年
閏
四
月
一
四
日
条
、『
花
営
三
代
記
』
康
暦
元
年
閏
四
月

一
四
日
条
。

（
61
）  

『
後
愚
昧
記
』康
暦
元
年
閏
四
月
二
一
日
条
。
そ
れ
以
外
で
は
、頼
之
の「
無
双
之
知
音
」覚
王
院
宋
縁
も
離
京
を
迫
ら
れ
て
い
る（
拙

稿
「
細
川
頼
之
と
覚
王
院
宋
縁
」（『
学
習
院
史
学
』
五
二
、二
〇
一
四
年
）

（
62
）  
『
後
愚
昧
記
』
永
和
五
年
三
月
六
日
条
。

（
63
）  
『
愚
管
記
』
永
徳
元
年
六
月
五
日
条
。

（
64
）  

佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究　

下
』（
東
京
大
学
出
版
会
、）、
若
宮
前
掲
（
63
）。
頼
之
が
「
四
州
総
轄
常
久
居
士
」

と
称
さ
れ
た
た
め
、義
之
の
守
護
在
任
に
疑
問
も
だ
さ
れ
て
い
る（
前
掲（
32
）第
五
章
第
一
節
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、頼
之
が「
四

国
管
領
」
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
四
国
で
の
勢
威
を
評
し
た
も
の
と
み
え
、
義
之
以
外
に
守
護
的
な
活
動
を
行
っ
た
人
物
も
い
な
い
た

め
義
之
を
守
護
と
考
え
る
。

（
65
）  

『
尊
卑
』。

（
66
）  

広
橋
兼
宣
の
生
年
が
貞
治
五
（
一
三
六
六
）
年
で
あ
る
た
め
（『
尊
卑
』・『
公
卿
補
任
』
か
ら
逆
算
）、
そ
れ
が
下
限
と
な
る
。
ま

た
、
兼
宣
に
は
崇
賢
門
院
に
仕
え
た
姉
が
存
在
す
る
（『
尊
卑
』）。

（
67
）  

山
田
徹
「
南
北
朝
期
の
守
護
在
京
」（『
日
本
史
研
究
』
五
三
四
、二
〇
〇
七
年
）
中
の
表
二
参
照
、

（
68
）  

松
永
和
浩
『
室
町
期
公
武
関
係
と
南
北
朝
内
乱
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

（
69
）  

前
掲
（
１
）
今
谷
・
森
著
、佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」（『
日
本
中
世
史
論
集
』、一
九
九
〇
年
）、田
中
義
成
『
足
利
時
代
史
』（
講

談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
初
版
一
九
二
三
年
）。

（
70
）  

伊
藤
喜
良
『
南
北
朝
動
乱
と
王
権
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
七
年
）。
前
掲
（
１
）・（
５
）・（
11
）
家
永
論
文
・
報
告
、
小
川
剛

生
『
二
条
良
基
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）・
小
川
剛
生
前
掲
（
26
）
著
。

（
71
）  

斯
波
氏
は
崇
光
上
皇
の
孫
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
著
『
椿
葉
記
』
に
、
斯
波
義
将
が
御
所
伏
見
殿
を
焼
け
出
さ
れ
た
上
皇
の
皇
子
伏

見
宮
栄
仁
親
王
に
山
荘
を
提
供
し
た
こ
と
、「
准
后
御
か
く
れ
の
年
、
管
領
申
沙
汰
し
て
伏
見
御
領
を
返
申
さ
る
」
と
義
満
死
後
に

義
将
の
子
義
重
が
伏
見
宮
家
へ
の
所
領
返
付
を
取
り
計
ら
っ
た
こ
と
を
記
さ
れ
て
お
り
、
崇
光
皇
統
と
親
密
で
あ
っ
た
。
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H
osokaw

a Yoriyuki’s goverm
m

ent and zim
yointo’s division

M
IZU

N
O

, K
eishi

O
ne of the m

ost characteristic events that occurred during the second half of the N
anboku-ch

 period is know
n as the 

ennoblem
ent of shogun A

shikaga Yoshim
itsu. It is interpreted as an increase of Yoshim

itsu’s pow
er and the dom

ination of 
the Sam

urai over the kuge. H
ow

ever, contem
porary research seeks to understand Yoshim

itsu’s ennoblem
ent through the w

ay 
the shogun w

as incorporated by kuge such as N
ij

 Yoshim
oto w

ho supported the reign of Em
peror G

o-K
gon.

This paper discusses the relationship betw
een the sam

urai and the court aristocracy during the 
an era w

hen the Shogun’s 
D

eputy H
osokaw

a Yoriyuki assum
ed governance as the guardian of Yoshim

itsu, and the em
peror G

o-K
gon of the N

orthern 
court abdicated the throne in favour of his son G

o-Eny
. This problem

 not only involved Yoriyuki, but also of cial spouse 
of the form

er shogun Shibukaw
a K

shi as w
ell as the daim

y
s. This w

as not sim
ply an internal affair of the N

orthern court. 
Since Yoriyuki supported the transfer of pow

er from
 G

o-K
gon to G

o-Eny
 the anti-H

osokaw
a faction criticized him

 as 
“favouritism

.”
This paper show

s that Yoriyuki’s support to the G
o-K

gon’s lineage w
as probably m

otivated by the existence of fam
ily 

bonds. Indeed, Yoriyuki’s daughter H
osokaw

a no Tsubone w
as m

arried to the house H
irohashi, m

aternal relatives of em
peror 

G
o-K

gon, m
aking the H

osokaw
a clan de facto parents of the G

o-K
gon’s im

perial lineage. It also has been established 
that the cousinhood of Yoshim

itsu and G
o-Eny

 has had consequences on the relations betw
een sam

urai and the kuge. The 
supporters of G

o-K
gon’s lineage also gained the support of the H

osokaw
a clan daim

y
s, thus developing an even closer 

relationship.
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Instead of sim
ply interpret the history of M

urom
achi bakufu as an opposition betw

een the daim
y

s, this paper seeks to take 
blood bonds or religious institutions into consideration and argues for the involvem

ent of the N
orthern court and the kuge. 

Indeed, there had likew
ise been occasions w

here Yoriyuki, considering his fam
ily bonds, could not stay out of the political 

troubles of the N
orthern court and the question of the im

perial lineage.

（
平
成
二
十
七
年
度
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）


